
「霊気満山　高尾山　～人々 の祈りが紡ぐ桑都物語～」の構成文化財

正10～15年（1582～1587年）
頃に、北条氏照により築城され

た小田原北条氏最大の支城です。築城
から10年経たずに落城したため、発
掘された遺構・遺物の時代を特定でき
る点で極めて貴重な遺跡です。戦国末
期の石垣をはじめとする山城の様相を
遺し、御主殿跡や古道などが復元され、
戦国時代の山城を体感することができ
ます。麓には、「八王子城跡ガイダン
ス施設」があり、甲冑体験や北条氏と
城の歴史を知ることができます。

天

王院は、蚕を鼠から守る札を頒
布し、養蚕農家からの信仰を集

めました。
千人同心組頭の植田孟縉が文政6年
（1823年）に編さんした地誌『武蔵名勝
図会』にも「鼠口留秘符」という護札に
関する記述が残されています。

薬

来、人々が諸願成就の返礼とし
て行ってきた杉苗奉納は、人と

山とが持続的に関わり、山を大切にし
てきた証であり、高尾山信仰の大きな
特色です。山内の至る所に石碑が建ち、
参道の杉苗奉納板とともに薬王院の信
仰圏の拡がりを物語っています。

古

王院が執り行う大規模な護摩法
要で、「護摩木」という木札を焚

いてその上を素足で渡り、除災開運を
願う行事です。
毎年3月に開催され、修験者に続いて、
一般の人も火渡りを体験することがで
きます。

薬

岳信仰に由来する滝への崇拝と
結びついたのが「滝行」です。蛇

滝と琵琶滝は、薬王院の水行道場とし
て使われています。現在も、修験者に
よる滝行が行われ、年間を通じ、一般
の人も修行することができます。

山

土した遺物は約7万点にのぼり
ます。出土品からは戦国時代の

生活や城での戦いの様相などをうかが
うことができます。国内で他に例のな
いベネチア産のレースガラス器をはじ
め数多くの舶来品も出土したことは、
北条氏照が有力な戦国武将であったこ
との証でもあります。出土品は郷土資
料館で展示しています。

出

喜16年（916年）、妙行という
僧が庵を立て、牛頭天王と8人

の王子を祀り、八王子権現と称したと
伝えられています。北条氏照がこの地
に城を築いた際に、守護神として八王
子権現を祀りました。
山頂本丸付近の現在の社殿は江戸時代
末期に建てられたものです。

延

条氏照が八王子城を築城する前
に居城としていた城。永禄12年

（1569年）、武田信玄の大軍勢による
侵攻を少数の兵力で防ぎましたが、そ
の後の西方からの進軍に備え、より守
備堅固な山城・八王子城を築きました。
空堀や土塁などの遺構が状態よく残
り、スマートフォンアプリ「AR滝山城跡」
により、城の歴史についてAR（拡張現
実）を使って体感することができます。

北

条氏照百回忌を機に、氏照の家
臣であった中山家範の子孫に

よって建てられた、氏照と家範らの供
養塔が、周囲の50を超える石碑・石
仏群とともに、竹林の中にひっそりと
佇んでいます。

北

条氏照が武蔵国と相模国境の要
衝として小仏峠に高尾山の木材

を利用し関所を築いたのが小仏関のは
じまりです。その後関所は峠の麓に移
され、北条氏滅亡後は、徳川家康によっ
て、甲州との国境として厳重に警固さ
れました。旧甲州街道沿いには古民家
が点在し、峠道は古道の面影を残して
います。

北

にしえより修験道の霊山として
崇められ、北条氏照は、竹木伐

採を禁止するなど、高尾山を信仰する
とともに守ってきました。
徳川幕府も引き続き保護したことなど
により、豊かな自然が残されています。
山麓には「高尾599ミュージアム」があ
り、高尾山の歴史や自然を学ぶことが
できます。また、薬王院の年中行事な
どでは、木遣や獅子舞、八王子車人形、
八王子芸妓など桑都文化に触れること
ができます。

い

王院には、中世の頃からの文書
が多く残されています。北条氏

照が発給した文書には、山内の竹木・
下草の伐採を禁じた制札や境内での押
買狼藉を禁じた制札、寺領の寄進状な
どがあり、氏照が高尾山を篤く保護し
たことがわかります。

薬

王院は、天平16年（744年）、
行基菩薩によって開山されたと

いわれ、薬王院飯縄権現堂をはじめ、
境内の4つの建造物と2体の仏像が東
京都の有形文化財に指定されていま
す。境内には鳥居が建ち、神仏習合の
名残を強くとどめています。

薬

王院参道の入り口に建つ門は、
仏教寺院でありながら神社の鳥

居の形を成しています。
門には「霊気満山」の扁額が掲げられ、
ここから先が聖域であることを示して
います。

薬

尾山には樹齢700年といわれる
スギの巨樹が存在し、スギ並木

は参道の景観を一層引きたてていま
す。
スギにまつわる様々な伝説も残されて
います。江戸時代末期に幕府の代官江
川太郎左衛門が植えた人工林も残され
ています。

高

仏習合の名残をとどめる薬王院
には、本社と本堂に、それぞれ

御本尊の「飯縄大権現」が奉祀されてい
ます。
飯縄大権現は、北条氏のみならず武田
信玄や上杉謙信などの戦国武将からも
厚く信仰されました。

神
①八王子城跡

⑬養蚕守護札

⑭杉苗奉納石碑

⑮火渡り祭

⑯水行道場

②八王子城跡御主殿出土品

③八王子神社

④滝山城跡

⑤北条氏照および家臣墓

⑥小仏関跡

⑦高尾山

⑧髙尾山薬王院文書
（北条氏照発給文書）

⑨髙尾山薬王院の文化財

⑩高尾山のスギ

⑪御前立御本尊　飯縄大権現像

⑫髙尾山薬王院浄心門

国史跡・日本100名城

未指定無形民俗（風俗慣習）

未指定有形民俗（民俗資料）

未指定無形民俗（風俗慣習）

未指定無形民俗（風俗慣習）

未指定有形（考古資料）

未指定有形（建造物）

国史跡・続日本100名城

都旧跡

国史跡

未指定名勝

都有形（古文書）

都有形（建造物・彫刻）

都天然記念物・市天然記念物

未指定有形（彫刻）

未指定有形（建造物）
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戸時代に編さんされた『武蔵名
勝図会』には、高尾山のムササ

ビが描かれており、昔から親しまれて
きた高尾山を象徴する動物です。
観察会も開催され、日没後や日出前に
薬王院周辺などで、巣穴から顔を出す
様子や木々の間を滑空する姿を見るこ
とができます。

江

物のまちとして繁栄した八王子
には、花街が置かれ、全国から

商人が織物を買い付けに訪れ、桑都の
商人たちは料亭で客人をもてなしまし
た。戦前には観光地としての高尾山も
もてなしの場となりました。
薬王院の秋季大祭では、「舞扇供養」が
行われ、芸妓衆の薬王院への深い信仰
を知ることができます。芸妓衆は、桑
都の歴史を唄や踊りを通じて連綿と伝
えています。八王子まつりをはじめ市
内の様々な行事でも芸妓衆の舞踊を見
ることができます。

織

都の山々を源流とし、多くの河
川と豊かな伏流水に恵まれ、北

条氏照の家臣の子孫が200年以上前に
酒造りを始めたと伝わるなど、八王子
は古くから酒造りが盛んでした。
薬王院の御神酒でもある「髙尾山」をは
じめ、「桑乃都」「八王子城」「氏照」「髙
尾の天狗」など郷土ゆかりの銘柄が付
けられた日本酒は、桑都の人々に愛さ
れ続けられています。

桑

人同心組頭の塩野適斎が著し
た、天正10年（1582年）から文

政7年（1824年）に至る千人同心の歴
史を記述した書物で、当時の地形、気
候、文化、産業の歴史などを知るうえ
で貴重な史料です。
八王子が桑都と呼ばれた由縁や、北条
氏照が城下の景勝地の情景を詠んだと
伝えられる「八王子八景」などが記述さ
れています。

千

王子織物の起源は、滝山城下で
取引された頃といわれ、400年

以上の歴史の中で改良・工夫されてき
ました。八王子を中心とした地域で織
られた伝統織物は、「多摩織」として、
昭和55年（1980年）に国の伝統的工芸
品に指定されました。
八王子繊維貿易館では、展示・販売や、
手織り体験のイベントを行っています。

八

政6年（1859年）の横浜開港に
より、八王子に集められた輸出

用の生糸は、浜街道を通り、横浜に運
ばれました。欧米人が養蚕や絹産業の
視察に八王子を訪れ、観光を目的に高
尾山の登山も楽しみました。
往時の景観をよく残しているこの道は
後に「絹の道」と呼ばれ、「歴史の道百
選（浜街道―鑓水峠越）」に選定されて
います。

安

の道のある鑓水の生糸商人は、
生糸取引により財を築きまし

た。その一人、八木下要右衛門は見事
な石垣のある屋敷を築き、「石垣大尽」
とも呼ばれました。
敷地内の書院は、別名「異人館」と呼ば
れ、八王子に訪れた外国人をもてなす
場所でした。現在は、屋敷跡に「絹の
道資料館」が建てられ、絹の道や養蚕・
製糸に関する資料が展示されています。

絹

の道近くに今も残る、かつて養
蚕農家だった古民家です。現在

の母屋は明治11年（1878年）に再建さ
れたもので、茅葺き入母屋造りで、多
摩地域に旧来からみられる典型的な民
家建築の様式です。周辺の田園風景と
ともに、横浜港開港後に絹の道を通っ
た欧米人が目にした景観が、今も残さ
れています。

絹

条氏照から獅子頭を拝領して始
まったと伝えられる「狭間の獅

子舞」をはじめ、市内には9つの三匹
獅子舞があります。五穀豊穣や悪霊退
散を祈願し、各地域の寺社の祭礼や髙
尾山薬王院の春季大祭で舞が奉納され
ます。

北

王子に伝承されている木遣は、
江戸木遣の流れを汲み、元治元

年（1864年）に江戸の木遣師が伝授し
たといわれています。保存会の八王子
消防記念会は、天保年間に八王子の鳶
職が継承した髙尾山薬王院への講詣り
を引き継ぎ、春季大祭で、木遣唄やは
しご乗りを奉納しています。

八

賀神社と八幡八雲神社の祭礼に
おける神輿渡御は江戸時代中期

から継承されています。江戸時代後期
には絹織物業による経済基盤を背景に
両神社の氏子町内は競い合うように絢
爛豪華な山車を建造しました。地元の
宮大工の建築技術に江戸の山車人形を
移入し、八王子独自の山車文化を築き
ました。
町民の山車建造の熱意は現在にも引き
継がれ、「関東屈指の山車まつり」とし
て広く知られるようになり、建造時代
の変革とともに３つの型式による19
台の八王子型山車の曳きまわしを見る
ことができます。

多

王子車人形は、江戸時代末に考
案され、一人の人形遣いがロク

ロ車に腰かけて一体の人形を繰り演じ
るのが特徴です。
養蚕や織物で発展した八王子の農村部
の娯楽として人気を博し、機業家など
が熱心に後援しました。
髙尾山薬王院の節分会追儺式にも参加
し桑都の伝統芸能の魅力を伝えています。
中世から伝わる語り芸能の説経浄瑠璃
は、江戸時代中期に三味線芸能として
完成され、八王子では人形芝居などと
一緒に興行されるようになりました。

八

賀神社の「上の祭り」と八幡八雲
神社の「下の祭り」の宮神輿渡御

と氏子町内による山車巡行は、江戸時
代から継承されています。両神社によ
る神事と町人文化、鳶職による木遣、
江戸を流派とする祭囃子や芸妓文化が
融合した今日の祭りの形態は、桑都と
称され絹産業で繁栄したまちの歴史を
物語っています。
現在では、両祭りを統合し「八王子ま
つり」として桑都の伝統文化を代表す
るものとなっており、往時のまつりの
熱気を体感することができます。

多

⑰高尾山のムササビ

㉘八王子芸妓

㉙桑都の銘酒

⑱桑都日記稿本

⑲多摩織

⑳絹の道（浜街道）

㉑八木下要右衛門屋敷跡
（絹の道資料館）

㉒小泉家屋敷

㉓八王子の獅子舞

㉔木遣

㉕八王子車人形および
説経浄瑠璃

㉖上の祭り・下の祭り
（八王子まつり）

㉗上の祭り・下の祭りの神輿・山車

未指定天然記念物（動物）

未指定無形（芸能）

未指定無形民俗（生活文化）

都有形（古文書）

未指定無形（工芸技術）

市史跡

未指定史跡

都有形民俗（民俗資料）

市無形民俗（郷土芸能）

市無形民俗（郷土芸能）

国選択無形民俗【八王子車人形】・都無形（芸能）

未指定無形（風俗慣習）

市有形（工芸品）・未指定有形（工芸品）


